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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成30年8月23日(2018.8.23)

【公表番号】特表2017-529540(P2017-529540A)
【公表日】平成29年10月5日(2017.10.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-038
【出願番号】特願2017-516352(P2017-516352)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   35/02     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月10日(2018.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結合液を収容するように構成された貯液槽と、
　所定の周波数で駆動され、この駆動が前記結合液へ伝播するように構成されたトランス
デューサと、
　位相変調すべき駆動信号を前記トランスデューサへ供給するように構成された信号発生
ユニットと、
　を備えた音波混合装置。
【請求項２】
　搬送部から前記貯液槽へ入れられる反応容器をさらに備える、請求項１に記載の音波混
合装置。
【請求項３】
　前記貯液槽が環状凹部を含む、請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項４】
　前記信号発生ユニットは、ほぼ前記トランスデューサの共振周波数で駆動されるように
構成される、請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項５】
　前記信号発生ユニットは、１つ以上の発振器を含む、請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項６】
　前記信号発生ユニットは、第１の位相角と第２の位相角との間で前記位相変調すべき駆
動信号の位相を変調し、前記第２の位相角は前記第１の位相角とは異なる、請求項１に記
載の音波混合装置。
【請求項７】
　前記信号発生ユニットは、２００ｋＨｚと４ＭＨｚとの間で動作可能な発振器を含む、
請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項８】
　前記信号発生ユニットは、０度と１８０度との間で前記位相変調すべき駆動信号の位相
を調節するように構成される、請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項９】
　前記信号発生ユニットは、変調信号を発生するように構成された波形発生器を有する位
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相変調回路を含む、請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項１０】
　前記位相変調回路は、アナログマルチプレクサを含む、請求項９に記載の音波混合装置
。
【請求項１１】
　前記信号発生ユニットは、ローパスフィルタを含む、請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項１２】
　混合する成分が患者検体と試薬である、請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項１３】
　分析装置に組み込まれた請求項１に記載の音波混合装置。
【請求項１４】
　成分を混合する方法であって、
　混合する成分を入れた反応容器を準備し、
　トランスデューサに駆動信号を供給して設定周波数の振動を生成することによって前記
反応容器内に定常波を生成し、
　前記駆動信号を位相変調して前記定常波を変動させ、前記成分の混合を促進する、こと
を含む方法。
【請求項１５】
　結合液を収容した貯液槽に、搬送部から前記反応容器を入れることを含む、請求項１４
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記駆動信号が２００ｋＨｚと４ＭＨｚとの間である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記位相変調は、第１の位相角と第２の位相角との間で変調することを含む、請求項１
４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１の位相角と第２の位相角との間の変調は、１Ｈｚ～５０Ｈｚの変調周波数で繰
り返し行われる、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記混合する成分が患者検体と試薬である、請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　結合液を収容するように構成された環状貯液槽と、
　所定の周波数で駆動され、この駆動が前記結合液に伝播するように構成されたトランス
デューサと、
　混合する成分の入った反応容器を前記結合液に入れるように構成された搬送部と、
　位相変調すべき駆動信号を前記トランスデューサへ供給し、変動する定常波を前記反応
容器の少なくとも１つにおいて前記混合する成分に生成するように構成された信号発生ユ
ニットと、
　を備えた分析装置。
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